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2026 年 7 月 16 日 

各  位 

会 社 名 ユニソルホールディングス株式会社 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長 古里 龍平 

（コード：7128 東証プライム） 

問合せ先 執行役員 管理本部 本部長 榊原 英之 

（TEL. 06-6946-1600） 

当社子会社における廃棄パン耳の食品原料としての再利用に関する 

共同研究契約の締結に関するお知らせ 

当社の連結子会社であるユニソル株式会社（以下、ユニソル）は、学校法人近畿大学（以下、近畿大学）

との間で、「未利用資源の分析および商品開発」に関する共同研究（以下、本研究）について、共同研究契

約（以下、本契約）を締結しましたので、下記の通りお知らせいたします。 

記 

１．本契約の経緯 

近年、食品ロスの削減は SDGs 目標 12「つくる責任 つかう責任」において「2030 年までに、一人当

たりの世界の食品ロスを半減させる」ことが掲げられています。日本においても、2019 年 10 月 1 日に

「食品ロス削減推進法」が施行され、事業者には食品廃棄物の発生抑制や有効活用に向けた取り組みが求

められています。 

そのような状況下、サンドイッチの生産工程において大量に発生する「パン耳」については、サステナ

ビリティの観点からも食品原料としての再利用が求められておりますが、現実的には生産者が独自で再

利用方法を構築するのは困難であり、多くが家畜の飼料や農作物の肥料としてリサイクルされているの

が現状です。 

ユニソルは、食品事業を通じて食品ロス削減、環境負荷低減、人手不足対策など、現代の「食」を取り

巻く社会問題の解決に取り組んでおり、グループ会社アルプラス株式会社においては、サンドイッチの生

産工程に使用される食パンスライサーなど食品加工機械の製造を行っていることから、廃棄パン耳の再

利用についての取組みを行っており、現在、信州大学との間で「廃棄パン耳の飼料利用に関する共同研

究」を進めております。（2026 年 1 月 19 日リリース） 

今回、廃棄パン耳再利用の第二弾として、近畿大学と食品原料としての有効活用についての共同研究を

行うこととなりました。 

近畿大学では学生が主体となって教職員、企業、地域住民と協働し、新たな社会価値の創出に取り組む

「アカデミックシアタープロジェクト」を実施しています。今回の共同研究では、その一つである「植・

食、健康」産業支援プロジェクトの活動チーム「食べガク」に参加する生物理工学部の学生が、廃棄パン

耳を使った食品レシピの企画・試作に取り組みます。 
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２．本研究の目的 

現在、パン業界では生産過程で排出されるパン耳の再利用としてそのほとんどが食品リサイクル法に

基づく養豚・養鶏の飼料化、肥料（堆肥）化として利用されており、菓子やパン粉など食品原料への再利

用は全体のわずか数パーセントにとどまっています。 

本研究は、廃棄パン耳の食品原料としての活用可能性を検討し、食品ロス削減に資する新たな商品開発

につなげることを目的としています。具体的には、廃棄パン耳の分析および食品レシピの開発を行い、食

品原料としての活用方法を検討します。 

今後、近畿大学内での試験販売などを通じて、味や形態、販売方法などを検証し、「近大コラボ商品」

としての商品化を目指します。 

３．本研究実施期間 

 2026 年４月１日から 2027 年 3 月 31 日まで 

４．相手先の概要 

（１）名 称 学校法人近畿大学 

（２）所 在 地 東大阪市小若江３―４―１ 

（３）代 表 者 学長 松村 到 

（４）設 立 1949 年 

（５）当 社 と の 関 係 人的、資本的、取引関係はありません。また、関連当事者に

該当いたしません。 

５．今後の見通し 

本契約による当社グループの業績への影響は、現時点では軽微であると考えられます。今後、開示すべ

き事項が発生した場合は、速やかにお知らせ致します。 

６．本件の問い合わせ先 

ユニソルグループ 

ユニソル株式会社 食品事業本部 本部長 藤本 泰広 

Email  yasuhiro.fujimoto@unisol-gr.com 

TEL 03-6811-7323 

近畿大学 

和歌山キャンパス学生センター 担当：井村、大東、祝、神崎、永井 

E-mail bost-pr@waka.kindai.ac.jp 

TEL  0736-77-3888  

FAX  0736-77-7011 

以上 


